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都市住民の消費意識

一競争的消費の実像一

佐古井貞行
SadayukiSAKOI

家政教育講座(社会学)

1。はじめに

産業社会はモノが支配する社会である。モノの支配

から脱却した社会,それが生活社会である。生活社会

ではモノが生活の中に埋め込まれる｡生命の通い合う,

自然一生産一流通一分配一消費-リサイクルー廃棄

一自然という循環プロセスを経済性を超える価値の実

現を通して創造することで,モノの世界によって支配

されない人と人との真に協同的な人間世界の形成,こ

れが生活社会である。

このような生活社会の形成に重要な役割を果たすの

が消費者の消費行動である。経済学ではヴェブレンの

｢衡示的消費｣1)以来,消費行動における競争的行動は

あまりにも良く知られている。しかし,経済学者は,

ステータスや威信に対する社会的な顧慮によって動機

づけられた財やサービスに対する需要は外部効果で

あって,消費者需要の決定因子として重要なものとは

認めてきていない。つまり経済学はあくまで物の価値

と効用にもとづく経済行動を分析するのであって,人

間の心理的な側面も含めて分析の対象とすることを認

めようとしてこなかった。これが経済学の主流の考え

方である。にもかかわらず,デューゼンベリーのデモ

ンストレーション効果2),ガルブレイスの依存効果3)に

見るごとく,経済学でも競争的消費に関する理論はし

ばしば登場し等閑視できないのが現状である。この経

済学における競争的消費行動との格闘が競争的消費の

存在の大きさを示唆している。

社会学では,ジンメル4)やウェーバー5)が消費パター

ンや生活様式が社会階級や地位と結びつくことを明ら

かにしているし,最近ではボードリヤールの記号的消

費6)や,また,ブルデューは消費を｢競争の場｣7)とし

て捉えている。

ところで,今日のわれわれの生活を見てみると,わ

れわれの生活はもっぱら企業と家庭に依存したもので

ある。かっての共同体が崩壊した今,中間集団に所属

するという経験をほとんど持たない。自律した中間集

団に所属していなくても,制度化された公共の諸機関

に依存していれば何不自由なく生活できる。制度依存

的な生活は他者との関係性を縮小させ,個人の生活を

著しく私的なものに進化させる。私化された個人を待

ち受けているのは消費とレジャーの世界である。消費

とレジャーの世界でしか私化された個人は自己を確認

し演出することが出来ない。消費こそ現代人が自己の

アイデンティティを確立する手段なのである。私化の

世界は見知らぬ他人であり,見知らぬ他人の中で自己

表現する消費はより競争的であると考えられる。

ここでは,すでに経済学や社会学が教えるところで

ある競争的消費の今日的態様を分析する。資源や環境

の危機が叫ばれ,人格的な人間関係も失われようとし

ている今日,その回復を可能にするのはまずわれわれ

の消費行動を改めることであろう。競争的消費から連

帯的消費への可能性がわれわれの将来に光明をもたら

し,生活社会の形成にも結びつこう。

ここでは埼玉県所沢市と愛知県春日井市の,わが国

の都市の中でも代表的なベットタウンを取り上げる。

ここでの住民の消費行動を競争的消費に焦点をあて,

さらに連帯的な消費行動と環境問題への対応について

見ていくこととする。

2.調査内容の概況

(1)調査地の概況

① 所沢市

埼玉県の南端にあって,東京都に北接する所沢市は

昭和25年,人口42,600人で市制を施行し,現在,人口

は33万人,面積は71.99平方キロメートルである。昭和

32年,日本住宅公団(現都市基盤整備公団)による北

所沢駅周辺地域の宅地開発事業の実施決定とともに,

東京近郊の住宅都市を目指し始めた。都心より30キロ

圏に位置し東京の衛星都市として格好の位置にあった

ため,住宅公団や民間のディベロッパーによる大規模

開発事業が展開していった。昭和42年には人口10万人

を越え,以降年間1万人を超える速度で人口増加を示

すことになる。昭和31年制定された工場設置条例で一

時は工場ブームの観を呈したが,宅地開発による地価

高騰で38年には同条例は廃止されている。所沢市は西

武系企業の本拠でもあり,ベットタウンとともに,レ

ジャータウンとしての性格も強い。平成10年現在,所

沢市の年間工業生産額は2100億円,商業販売額は5400

億円,農業生産額は52億円である。

② 春日井市

春日井市は名古屋都市圏の北東部にあって,名古屋

市に隣接している。現在,面積は92・ 7平方キロメー
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トル,人口は29万人である。昭和18年4町村が合併し

て人口5万4千人の軍需都市として発足した。しかし

終戦により農業の奨励や工場の誘致などに努力し,昭

和25年,王子製紙春日井工場の誘致を機に,内陸工業

都市として歩み始めた。しかし,高度経済成長に伴う

名古屋都市圏の拡大で,名古屋市から距離的に近く,

農地や丘陵地に恵まれた春日井市は住宅地開発の格好

の対象地となった。昭和35年以降,毎年1万人を超え

る人口増を見るに至ったが,35年,日本住宅公団によ

る中部地方最大の高蔵寺ニュータウンの計画が決定さ

れ,これを機に,工業都市から住宅都市へと町づくり

の性格が変わった。高蔵寺ニュータウンは現在人口5

万人の住宅団地として育っている。平成12年現在,年

間工業生産額は7400億円,商業販売額は5400億円,農

業生産額は13億円である。

(2)調査方法

調査対象者は,所沢市,春日井市とも全市域を対象

に,任意に20歳から69歳までの男女各500人を抽出し

た。調査方法は郵送法で,調査時期は2002年4月11日

から4月30日までである。回収状況は,所沢市,有効

回収数194,有効回収率38.8%,春日井市,有効回収数

224,有効回収率44.8%であった。

(3)調査意識の概況

競争的消費の行動要因に「見知らぬ他人」が影響し

ていることから,まず,日常生活における対人関係,

つきあいの実態を明らかにした上で,つぎに,現在の

生活満足度を所得・資産など,衣・食・住・余暇の分

野も含めて,その満足の実態を見てみる。つぎに,消

費行動における共同的側面を,寄付金・共同購入・不

用品交換に見たあとで,最後に競争的消費の実態をブ

ランド意識や購買態度に見てみることとする。

表1は,近所づきあいの仕方についての考え方と,

実際に行っている近所づきあいについて聞いたもの

る。

表1 近所づきあいの仕方・実際のつきあい

注 表側,表頭のNAは省略。以下の表もすぺて同じ

近所づきあいは,「わずらわしくてもしたほうがよ

い」が,所沢市,春日井市ともに3分の1を占める。

さらに「できるだけ助け合う」という人が所沢で2割

5分,春日井は2割を占めて,所沢で6割,春日井で

5割強の人が近所づきあいの必要性を認めている。こ

の数字で見るかぎり,都市住民の地域社会における人

間関係が希薄になっているとはいえないだろう。

では,実際のつきあいはどうかと見てみると,「道で

会えば挨拶する」が所沢市,春日井市で7割前後を占

めている。「顔もよく知らない」という生活は両市とも

1割に満たない。しかし実際に挨拶以上のつきあいと

なると,たとえば「留守中のことなどたのむ」など,

所沢で2割5分弱,春日井は2割弱にすぎない。祁S会

人が完全にお互いに見知らぬ人でないことはわかる

が,地域生活がまだつきあいの場でないことを示して

いるといえよう。

では,つぎに個々の消費者は日常の消費生活にどの

程度満足しているのであろう。表2にそれを見てみよ

う。

表2 現在の生活満足度

一番不満が高いのは資産・貯蓄(以下資産のみで表

示)である。所沢市,春日井市とも4割5分の人が不

満を持っている。ついで不満が高いのは,所得・収入

(以下所得のみで表示)で,所沢で3割,春日井で3

割強の人が不満を持っている。資産に満足しているの

は所沢で3割5分,春日井で3割弱,所得に満足して

いるのは所沢で5割,春日井は4割強である。このよ

うに,資産・所得に関していえば,満足・不満足は相

半ばしている。

それでは,その他の生活を見てみよう。所沢市の場

合,耐久消費財,住生活では6割5分の人が,衣生活

は7割,食生活は8割の人が満足している。春日井市

-200-



都市住民の消費意識

でも耐久消費財,住生活,衣生活では6割以上から6

割5分程度満足している。食生活は7割5分を超える。

両市で唯一,満足が低いのが,レジャー・余暇生活で

5割ないし5割5分と低い。

以上,見てきたように,生活はかなり豊かに満足す

べきものになっているのは事実である。衣・食・住の

基本的な生活がかなり豊かになっている。すべてが満

足とはいかないが,大体満足というのが現在の生活満

足の実態ではなかろうか。

それでは,共同的な消費行動について見てみよう。

個人が日常,消費において共同行動のとりやすいつぎ

の3つについて聞いてみた。それが表3である。

まず,寄付金に対する態度では,所沢市で6割,春

日井市で7割強の人が応じている。ここで聞いたのは

赤い羽根共同募金のレベルなので,高度な慈善行為で

はないが,多数の人が助け合いの心を持っていると言

えよう。

では,消費生活についてはどうであろう。共同購入

をやっているのは所沢市で2割,春日井市で1割5分

と所沢,春日井ともに大半の人は共同購入をやってい

ない。地域のミニコミ紙などに時々載る不用品交換の

利用者は所沢市,春日井市とも2割程度の人がいる。

しかも「提供したりもらったり」の両方を含めても「も

らう」より「提供する」方である。「利用したことない」。

「利用する気はない」人も7割近くいるが,利用する

人は提供する方である。

以上,消費行動における共同行動への態度・意志に

ついて見たが,日常生活の中で,ふだんなにがしか他

者に対して思いやりを持っている人は多数いるし,消

費における共同行動に2割程度の人がかわっているこ

とは,消費者行動での連帯の可能性が少しでも存在す

ることを示しているといえよう。

それでは,消費者の競争的消費に対する態度をつぎ

に見てみよう。表4はブランドに対する意識と,いろ

いろな場面での購買態度について聞いたものである。

まず,ブランド意識について見てみよう。背広･スー

ツを買う場合,ブランドを気にするかどうかを聞いて

みた。「気にする」のは所沢市も春日井市も2割にすぎ

ない。使用する場所が目につきにくい,ワイシャツ・

ブラウスは1割以下,下着類は1割5分である。カバ

ン･ハンドバックがもっとも多くて3割弱,ネクタイ・

スカーフも2割前後である。つまりブランド意識はき

わめて低いということになる。これは私か平成11年に

沖縄県最南端の離島,波照間島で行った調査の結果と

表3 寄付金に対する態度・共同購入・不用品交換について

表4 ブランド・購買態度
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大差ない8)。

つぎに,購買態度を見てみよう。

物を買うとき実用本位で買うか,外見も尊重して買

うかについては,「実用本位で買う」が所沢市,春日井

市とも8割を越える。高くても有名メーカー品を買う

かどうかを聞いてみると,「安ければこだわらない」が

7割以上を占めている｡バーゲンを利用する人は6割,

「必要なもの以外買わない」人は7割以上8割近くを

占める。高額なものでも欲しい場合は「買う」,「あき

らめる」がほぼ半数ずつを占めるが,「あきらめる」方

がわずかに多い。外国ブランドに至ってはこだわる人

は1割にすぎない。 日本人は外国ブランドに弱いとい

われるがこの結果である。

以上,ブランドといろいろな購買態度に競争的消費

の実態を見てきたが,ブランド意識は低いし購買態度

は堅実で,このデータからは競争的消費の存在はほと

んど見えてこない。

「自分が本当にブラント意識をもって消費行動を

行っていてもそれを否定する側面を消費者は持ってい

る」9)という見解もあるが,そのことはひとまず置くと

しよう。

3.競争的消費の構造分析

前節で見たように,ベットタウンの消費者,所沢市,

春日井市の消費者は競争的消費者とはけっして言えそ

うにない。そこで前節で取り上げたブランド意識の背

広・スーツとカバン・ハンドバック,および購買態度

のうち有名メーカー品,高額な商品を買う,の2つを

取り上げ,さらに持っている腕時計を加えて,これら

3項目と自分の実現したいライフスタイルとクロス集

計をしてみた。それが表5である。

ライフスタイルとクロス集計を試みるのは,「ライフ

表5

スタイルは社会的コミュニケーションの模造言語の一

種」1o)と言われるように,ライフスタイルが自己を表現

し,アイデンティティを表現し,社会的人格をも作り

出すからである。ブランドはステータスのシンボルで

あり,腕時計は社会的に見える商品である。

顕示的消費,即ち競争的消費は,かっては社会的・

経済的にピラミッドの頂点に立った一部の富者のもの

であったが,今日では社会的な地位と名声はあらゆる

階層で必要なものとなっており,それぞれの階層の消

費者は彼らよりも一段上で流行しているスタイルを実

現しようと全精力をつくしている11)といわれる。

背広・スーツ,カバン・ハンドバックに対するブラ

ンド意識は,控えめな中流階級のライフスタイルから

上流階級のライフスタイルにかけて,ライフスタイル

のレベルが上がるほど,所沢市も春日井市もブランド

意識が高くなっている。上流階級の生活をしたいと思

う人は,所沢では3割以上4割でブランド意識を,春

日井では4割5分から5割5分の人がブランド意識を

持っている。反対に控えめな中流階級の人は,両市と

も1割5分程度と低い。

つぎに,購買態度を見てみよう。有名メーカー品に

ついて「高くても買う」人は所沢市,春日井市ともめ

ざすライフスタイルが高くなるほど確実に高くなる。

また,高額な商品でも,ほしければ「やりくりして買

う」人は所沢,春日井ともに,めざすライフスタイル

が高くなるほど高くなる。

そこで,持っている腕時計のレベルを見てみた。「ロ

レックスなどの高級輸入品」はめざすライフスタイル

が高くなるほど,所沢市,春日井市とも確実に所持割

合が高くなる。反対に,「国産品で大衆用」のレベルに

なると,めざすライフスタイルのレベルが低くなるほ

ど多くなる。

実現したいライフスタイル×ブランド・購買態度・持ってる腕時計
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表6 社会的属性X実現したいライフスタイル

表7

めざすライフスタイルは,まさに競争的消費を典型

的に表現しており,上位のライフスタイルをめざす人,

つまり,より競争的な消費者が確実に競争的な消費行

動をしていることがわかる。

このように,競争的消費の人は全体として見れば少

数ということになるが,確実に競争的な消費者である。

そこでつぎに,競争的な消費者とはどのような人か

を,彼らの社会的属性の面から見てみよう。それか表

6である。

性別では男女であまり違いが見られない。年齢別で

は,所沢市に20代,30代の若年代にハイレベルのライ

フスタイルをめざす傾向が見られるが,春日井市はむ

しろ40代,50代の中年代にハイレベル志向がある。学

歴別では中学・高校など低学歴に「控え

めなライフスタイル」が多く,短大・大

学など高学歴に「中流よりやや上のスタ

イル」が多い傾向が見られる。世帯年収

別では, 600万円未満に「控えめなライフ

スタイル」が, 1500万円以上に「中流よ

りやや上のスタイル」が多く見られる。

ライフスタイルが現実的な条件と無関係

でないことを示している。職業別では役

員・管理職,専門・技術職で「中流階級

よりやや上」が多く,事務・販売職,無

職,学生に「控えめなスタイル」が高い

といえよう。住居形態では「一戸建て持

ち家」より「分譲マンション」の方がハ

イレベルのライフスタイルをめざしてい

る。

以上,社会的属性とライフスタイルの

関係を見てきた。学歴,年収,職業には

階層とライフスタイルの関係が反映して

いるように見える。しかし,ライフスタ

イルの場合,それがすべてではないだろ

う。

そこで,階層帰属意識と実現したいラ

イフスタイルの関係を見てみた。それが

表7である。

所沢市,春日井市ともに,中の下,下

は「控えめな中流階級のスタイル」に高

く,所沢の中の中は「中流階級よりやや

上」で,春日井の中の上は「中流階級よ

りやや上」で高くなる。また,春日井の

上は「控えめなスタイル」にも高い。こ

のように,階層帰属意識の感覚とめざす

ライフスタイルの間には,中の下,下を

除けば,あまり関連性がない。階層帰属

階層帰属意識X実現したいライフスタイル
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意識は暮らし向きに対する相互比較の自己判断であ

り,願望を現わすものではないのであろう。だから競

争的な意識とあまり結びついていない。

4.競争的消費の要因分析

競争的消費の要因にはいろいろあると思われるが,

ここでは,見知らぬ他人,所得・資産,広告の3つを

取り上げてみる。

相互に孤立した生活を送り,共同体的安心感のない

社会での個人の安心の源泉は,外見的な虚栄というこ

とにならないだろうか。また,所得・資産は外見的行

動表現の実力であり,広告はそのような人たちの虚栄

的欲望を外から作り上げる手段である。

まず,見知らぬ他人の要因を,近所づきあいの仕方

で検証してみよう。

近所づきあいは「わずらわしくてもしたほうがよ

い」,「できるだけ助け合う」を「したほうがよい」に,

「できればしたくない」,「ほどほどにしたほうがよい」

を「しないほうがよい」として,表8を見てみよう。

所沢市の場合,ブランド意識,購買態度とも,「しな

いほうがよい」に競争的消費が高い。持っている腕時

計は違いがない。春日井市もだいたい所沢市と同様と

いえる。所沢・春日井ともに顕著な違いを指摘できる

とはいえないが,近所づきあいをしない,私生活中心

の方が競争的と言える。

それでは所得・資産を同じく表8に見てみよう。

所沢市の場合,ブランド意識は,所得は満足・不満

足で傾向が不明であるが,資産では不満足のほうにブ

ランド意識が高い。購買態度では,所得は満足の方が

購買に積極的であるが,資産では傾向が分かれる｡持っ

ている腕時計はロレックスなど輸入品から3万円以上

の国産品まで,いずれも所得･資産とも満足が上回る。

しかし,もっとも満足が不満足を上回のは「3万円以

上の国産品」である。

春日井市の場合,ブランド意識にあまり傾向が見ら

れない。購買態度は満足の積極性がかなりはっきり現

れている。持っている腕時計についても満足の方が,

不満よりレベルの高い商品を多く持っている。

ここに,所沢市・春日井市のブランド意識,購買態

度,持っている腕時計の消費行動を見てきたが,満足･

不満足で傾向が見えにくいのはブランド意識で,購買

態度,持っている腕時計は満足が不満足を上回ってい

る。このことは,所得・資産については,満足も不満

足もどちらも競争的消費の持ち主には変わりないが,

満足の人の方が購買実力があることを示しているとい

えよう。

そこで,近所づきあい,所得・資産とライフスタイ

ルの関係を表9に見てみよう。

近所づきあいは,「したほうがよい」は所沢市,春日

井市ともに「控えめな中流階級のスタイル」,「中流階

級のスタイル」に高く,「しないほうがよい」は「中流

階級よりやや上のスタイル」,「上流階級のスタイル」

表8 近所づきあい・所得・資産×ブランド・購買態度・持っている腕時計
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表9 近所づきあい・収入満足・資産満足×実現したいライフスタイル

に高く,連帯型はローレベルの,孤立型はハイレベル

のライフスタイルに分かれることがはっきりしてい

る。

では,所得・資産についてはどうであろう。所沢市

の場合,所得は満足がハイレベルにわずかに高く,反

対に資産は不満足がハイレベルにわずかに高い。春日

井市の場合,所得・資産ともに不満足がハイレベルに

高い。

以上,近所づきあい,所得・資産とライフスタイル

の関係は,近隣関係孤立型,所得・資産に不満足にラ

イフスタイルのハイレベル志向が見られる。

では,消費者の欲望を他律的に作り上げている広告

表10 広告とのかかわり方

について見てみよう。広告は商品を消費者

に認知させるもっとも有力な手段であり,

広告は商品のイメージを担っている。

表10は,ふだん広告とどのようにかかわ

りあっているかを見たものである。つまり

広告に消費者がどのくらい消費行動で影響

されるかを見たものである。

「広告はわりと意識的に見る」は,所沢

市,春日井市とも7割を超えて多くの人が

見ていることがわかる｡「広告を見て関心を

もつことがある」も7割と多い。

つぎに多いのは「広告のイメージが良く

ないと買う気がしない」で5割,さらに,

「広告を見て仲間内で話題にする」が4割

前後と,消費者に対する広告の影響は,や

はりかなり大きいことがわかる。

しかし,広告を見て実際に物を買う場合

は「あてはまる」は低い。「広告を見てよい

と思ったらすぐに買う」は,所沢市はやっ

と2割を超えるが,春日井市は2割に満た

ない。「関心が無かったものを広告を見て買う」は,と

もに2割5分を占めるが高いとはいえない。このよう

に見てくると,消費者は広告にかなり影響されている

が実際の購買行動に結びつく影響は高くない。

そこで,ここでは「広告を見てよいと思ったらすぐ

に買う」に,「あてはまる」と答えた人のブランド意識,

購買態度などを表11に見てみよう。

所沢市,春日井市とも,ブランド意識,購買態度で,

競争的消費の傾向がはっきりしている。持っている時

計も,「あてはまる」の方が,やや競争的な態度である

といえる。このように,広告に影響されて物を買う人

はけっこう競争的である。

では,「広告を見てよいと思ったらすぐにその商品を

買う」人はどのような人であろう。それを所得･資産,

ライフスタイルに見てみよう。それが表12である。

「あてはまる」と広告に影響されて商品を買う人は

所沢市,春日井市ともに,所得・資産で「不満足」が

多い。所得・資産に不満をもっている人の方が広告に

引っ掛かっている。

では,めざすライフスタイルはどうであろう。「あて

はまらない」が「控えめな中流階級のスタイル」,「中

流階級のスタイル」に高く,謙虚さが見られるのに対

し,「あてはまる」は「中流階級よりやや上のスタイル」,

「上流階級のスタイル」に高い。広告にあやつられる

方がハイレベルの生活を志向している。

5.連帯的消費の可能性

現代の都市住民は制度化された世界と限りなく私事

化された世界の両極の中で生きている。人と人との関

係は匿名化され,あるいは物象化されて,他者の苦し

-205-



佐古井 貞 行

表11 広告を見て買う×ブランド・購買態度・持っている腕時計

表12 広告を見て買うX所得・資産・ライフスタイル

表13 近所づきあい・所得・資産×寄付金・共同購入・不用品交換
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みや喜びを共感しあう関係になく,連帯志向は失われ

ている。競争的消費はまさに,このような都市住民の

存在が消費行為に反映した行動である。産業社会の持

つ人間的共感の乏しさを克服するために,新しい生活

スタイル,生活者中心の生活社会を生み出す為には,

消費行動における連帯性が求められる。それを表13に

見てみよう。

表13は,近所づきあいと寄付金,共同購入,不用品

交換との関係を見たものである。

表14 ライフスタイル×環境と消費

まず,寄付金について見ると,「できるだけ応じてい

る」,「応しているほうだ」の「応している」は所沢市,

春日井市とも,近所づきあいを「したほうがよい」に

高い。共同購入,不用品交換にしても,「やっている」,

「利用している」は,「したほうがよい」に高い。

このように,都市生活において連帯意識の高い方が

消費行動の面でも連帯的消費を実践していることがわ

かる。

では,所得・資産満足との関係はどうであろうか。

同じく表13に見てみよう。

所得の満足･不満足ではまず,

表15 近所づきあい・所得・資産X環境と消費
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寄付金に対する態度を見ると,

「できるだけ応じている」,「応

じているほうだ」の「応じてい

る」は,所沢市,春日井市とも

に,満足が高い。共同購入,不

用品交換もともに,満足が不満

足よりやや高い。

では,資産の方はどうであろ

う。寄付金に対する態度を見る

と,所沢市,春日井市とも「応

じている」は満足に高い。共同

購入,不用品交換は春日井の不

用品交換で,不満足に「利用し

ている」が高いが,あとは満足

がやや高い。

このように,所得・資産でみ

ると,満足の方が不満足より連

帯的消費を行っているといえ

る。

以上,見てきたように,地域

社会に連帯的意識の高い方が,

また,所得・資産に満足してい

る人の方が連帯的な消費行動の

とれる人たちであるといえよ

う。

6.競争的・連帯的消費と環

境消費

賢い消費者になるための欠く

ことが出来ない第一歩は,自ら

の消費が環境に与える影響につ

いて学ぶことだそうだが,環境

に配慮した消費行動は生活社会

実現に欠かすことができない。

表14はライフスタイルと環境

消費について見たものである。

「経済成長を低下させることに

なっても,資源・環境保全につ

とめる」,「資源・環境保全は経
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済成長と所得水準を妨げない範囲で行う」という,資

源･環境保全と,「資源･環境保全のためには生活の便

利さの一部をあきらめる」,「若干の資源の浪費や環境

への影響は仕方なく,これらの問題には別途取り組ん

だ方がよい」という資源浪費の影響と,「資源･環境保

護のためには,その費用を商品価格に上乗せすること

もやむを得ない」,「資源・環境保護には留意すべきだ

が,その費用を価格に上乗せは避けるべきである」の

資源・環境保護,これら3つの内容をライフスタイル

との関係で見てみよう。

まず,資源･環境保全は,「資源･環境保全につとめ

る」の環境保護派が,所沢市,春日井市ともにハイレ

ベルのライフスタイルになるほど低くなる傾向があ

る。資源浪費の影響は,「中流階級のスタイル」以下と,

「中流階級よりやや上のスタイル」以上とに分けた場

合,以下の方が所沢市,春日井市とも環境保護派とい

える。資源・環境保護は,所沢市は以下の方が環境保

護派であるが,春日井市は,ここでは以上の方が環境

保護派である。しかし,全体的にいえばライフスタイ

ルのハイレベルはローレベルに対して環境保護派では

ない。浪費的消費行動を行っているといえる。

競争的消費と環境消費との間に関連があることが分

かったところで,近所づきあい,いわゆる連帯意識の

有無と環境消費の関係を見てみよう。それが表15であ

る。

近所づきあいを「したほうがよい」の連帯派は,所

沢市は資源・環境保全と資源浪費の影響で,春日井市

は資源･環境保護も含む全てで,環境保護派が高くなっ

ている。「しないほうがよい」の孤立派より連帯派の方

が環境配慮的行動をとっているといえる。

では,所得・資産との関係はどうであろう。

同じく表15を見ると,所得では,所沢市は3つの分

野とも,満足・不満足で環境保護派と資源浪費派で差

が無い。しかし,春日井市は3つの分野とも満足に,

環境保護派が高い。

資産についてみると,所沢市は,資源・環境保護は

不満足に環境保護派が高いが,他は満足にやや高い。

春日井市はいずれも満足に環境保護派が高い。

このように見てくると,所得・資産でも満足してい

る人の方が環境配慮的消費行動を行っているといえよ

フ。

7.おわりに…競争的消費・連帯的消費・環境

消費

「消費-アイデンティティー社会的地位という連関

を作り出しているのは,文化的で精神的なものであ

る」12)と言われてしまえば,現在の産業社会を止める以

外,競争的消費を克服する手段は無さそうである。「人

の価値はその所有物で決まるのではなく,どのような

人間であるかで評価される」と言ってみたところで,

現代社会の希薄な人間関係の中では聞き入れられそう

も無い。

われわれがここで見てきた所沢市と春日井市の消費

者行動は,現在の日本ではもっとも消費先進地といえ

るものである。ここでわれわれが見た消費者は以外と

ブランド意識が低く,購買態度も堅実であった。つま

り競争的消費の存在を示すものでは無かったといえよ

う。これは何を意味するのであろうか。消費者がきわ

めて成熟しているのであろうか。否,未熟なのであろ

うか。本当のことは語りにくい行動なのだろうか。た

とえば,子供をどんな高校へ行かせたいかという質問

に,大学受験に熱心な高校と答えた親は6%であっ

た13)｡本音の見えにくい質問なのだろうか｡それとも最

近の日本経済を覆うデフレのためであろうか。

ともあれ,少数派ではあるが,ブランド志向で,購

買態度で,積極的な消費者は,まさに競争的な消費者

であった。そして,この競争的な消費者の特徴に,地

域生活では孤立型の人,所得・資産では不満足な人と

いう点が見られた。また,これらの人たちは地域生活

で連帯的な人,所得・資産に満足している人にくらべ

て,消費における共同行動や,環境保護の購買行動で

消極的な点が見られた。また,広告に影響されて物を

買う人は所得・資産でも不満足な人であった。

連帯的な消費行動や環境に配慮した消費行動が新し

い社会,生活社会を生むとしたら,まず,地域生活で

孤立型の人,所得･資産に不満をもっている人たちを,

社会の連帯の中に引き入れ,人間関係を強固にする方

向で消費を促すように持っていかねばならないだろ

フ。
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